
 
平成 27 年 11 月６日 

各      位 
会 社 名    株式会社ミューチュアル 
代表者     代表取締役社長 榎本 洋 
（コード番号 2773） 
問合せ先  
役職・氏名  取締役管理本部長 吉野 尊文 
（TEL       06－6315－8613） 

平成 28 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想との差異に関するお知らせ 

平成27年５月18日に公表した平成28年３月期第２四半期累計期間連結業績予想と本日公表の実績に差異

が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１． 平成 28 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

                                       （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 
1株当たり四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 4,300 270 277 143 
円  銭

20.13

今回実績（Ｂ） 4,341 91 106 76 10.82

増減額（Ｂ－Ａ） 41 △178 △170 △66  

増 減 率(%) 1.0 △66.2 △61.5 △46.3  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27 年３月期第２四半期） 
3,516 2 28 18 2.60

 

２．差異の理由 

   第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、上期売上予定案件のずれ込みと下期売上予定

案件の一部入り繰りがあったものの、計画比+1.0％と概ね期初の計画通りの落着となりました。 
 損益面では、第２四半期連結累計期間の営業損益を約 60 百万円の利益計上と見込んでいた連結

子会社の 1 社の業績が、製造の遅延による納期の重複を主要因として、経常取引以外の外注先も導

入する等の対応を余儀なくされ原価が上昇したため、グループの連結営業利益は、前年比 89 百万

円の増益ながら、期初計画値を 178 百万円下回る 91 百万円となりました。これに伴い、経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益ともに、前年実績を大幅に上回ったものの、計画値をそれぞれ

170 百万円、66 百万円下回ることとなりました。 
 なお、個別業績につきましては、公表値と大きな差異はありません。   

 

以   上 

yoshino
スタンプ


